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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・押上　真樹子様～東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。
・風間　和子様～東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・松橋　和大様～7/25　16：00に主治医面談の調整をしている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間の開放観察指示あり。開放中頻回に他室侵入繰り返し、落ち着き無い様子あり。早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9：00～16：00の開放観察指示あり。対面時時折眼光鋭さあるが問題行動無く終了している。多飲水傾向もなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。精神症状落ち着かず、本日の開放観察中止としている。訪室時表情冴えなく時折眼光の鋭さも見られているが粗暴行為等無く経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時、表情硬さあるが体動活発さなし。食事は全介助にて全量摂取しており、拒薬も無し。拘束部位にトラブル無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・中島　優子様～身体拘束中。日中眠気強く再三の声がけにて覚醒している。食事拒否続いているが内服、水分摂取に拒否抵抗なし。尿流出良好でライントラブルなし。拘束部位に水疱形成あるが疼痛自制内。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察情報＞
・松澤 雅彦～昨日からの発熱、両足の疼痛、熱感あり。血液データ尿酸値12.6と高値、痛風発作と思われるとの事。臨時薬ロキソプロフェンＮａ(60)3Ｔ1×　ランソプラゾールＯＤ（15）1Ｔ　1×夕　7日分処方あり。

＜金Dr診察情報＞
患者様の指示内容・処方に変更無し。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年7月21日　11：12
　氏　　名：押上　真樹子（おしがみ　まきこ）様
　生年月日：昭和36年8月20日(63)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　10年前に1型糖尿病として診断を受け、青森労災病院にて治療開始。　
途中血糖管理目的で同院へ2回ほど入院しているが、大きく体調を崩す
ことはなかった。R5年頃より血糖の数値が高い状態が続き、同院にて
インスリンの調整等行うも改善なし。伴って低血糖時のふらつきなど
もあり、仕事にも影響が出ていた。R7年6月ごろより中途覚醒、食思
低下、不安感、動悸が出現。血糖コントロールの為なんとか食事はとる
ようにしているが、量は以前の1/3程度となっている。労災病院へ不調
相談しデパスが処方となっているが改善なし。自宅でも横になって動け
ず、抑うつ感、希死念慮なども出現していることから同年7月17日当院
へ相談。同日デパス増量となっているが変わらず効果は感じられていな
かった。
　本日、可能であれば早急に入院させてほしいと希望あり当院へ来院。
診察の結果、東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。

②日　　時：令和7年7月21日　14：33
　氏　　名：風間　和子（かざま　かずこ）様
　生年月日：昭和14年10月27日(85)
　病　　名：アルツハイマー型認知症　
　合 併 症：高血圧症、脂質異常症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr.(サポート医：柞木田Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室

　＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　　65歳時より脂質異常症で荻生内科を受診していた。同時期より、
　小さい忘れ物が増え、日付が分からなくる事や、火の消し忘れ、
　名前を間違える事、尿失禁、不眠、日中臥床傾向となり、家事を
　行う事もできなくなっている。
　　令和7年5月、自宅トイレ前で転倒する事があり、額と両膝、左
　目を打った事もあり、以降車椅子を利用している。かかりつけ医
　の荻生内科へ受診。鑑別診断・専門治療を勧められ、同年5月8日
　当院初診。アルツハイマー型認知症と診断、外来にて服薬治療を
　開始。自宅では、90代の夫が要介護３の息子と本人を看ており、
　介護負担が多い事から、暫定利用でデイサービスを導入。ショー
　トステイの利用も試みたが、対応困難で1日のみの利用であった。
　次第に食事摂取量も低下し、同年7月1日、メディカルコート八戸
　西病院を受診。脱水の為同日入院。補液行い、食事も9割程摂取
　できるようになったが、自宅での介護は困難である事から、同月
　16日、当院受診時に入院予定であった。ご家族間のご意向の相違
　がある事から、改めて入院検討する方針となり、症状改善・専門
　治療・環境調整目的で、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


